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まず，第 l 章において， Ono モデルを 2 部門経済に拡張し，有効需要に注目した分析を行う。そこでは，価格調
整速度が速くなった産業の有効需要は， Ono に示された通り常に減少するとは限らず，家計がどちらの産業の財に
選好にウェイトをおくかによって，上昇することもあり得ることが示される。しかし，経済全体においては，やはり
総省効需要は悪化する乙とになる o ~h， 社会的厚生は，価格調整速度が変化する時点における家計行動に依存して，
上昇することもあれば減少することもあることが示される。























は， ここまでの議論の基礎となった Ono モデルそのものに関する分析を行う。 Ono モデルは，代表的家計の動学モ
デ‘ルが基礎になっている o そこでは，時間選好率が外生的に与えられているが， このモデルに Uzawa 式の内生的時
間選好率を導入すると均衡が成立しないという反論があるD 本稿で用いていたモデルにおいても時間選好率を外生的
に与えているため，本稿のモデ、ル基盤の正当'性を証明するためにも，第 5 章では，内生的時間選好率に拡張した








上昇はかえって有効需要を引き下げることが示されている O 本論文は， このような Ono モデルを二部門経済に拡張
し，ある産業の価格調整速度や生産性の変化が，その産業と他産業の需要に及ぼす影響，および経済全体の雇用量や
有効需要に及ぼす影響を理論的に分析したものである。さらに，労働市場を導入することにより，失業や労働の産業
間移動の効果についても分析を行っている o
具体的には，第 1 章において，価格調整速度が上昇した産業の有効需要は上昇することもあるが，経済全体では総
有効需要が必ず減少することが示されいる。また，第 2 章では，人々の購買意欲減少が各産業での有効需要に与える
影響が分析され，価格調整速度が相対的に遅い産業の方が，有効需要が悪化する程度が大きくなることが示されるo
しかし価格調整速度が遅い産業の調整速度を速めると，第 1 章で得た結論から，経済全体の有効需要は悪化する。
このことは，個々の産業での需要増加と経済全体の有効需要増加とが矛盾することを示している。さらに第 3 章では，
第 1 章で構築した基本モデ、ルに労働市場を導入し，ある産業における価格調整速度の増加がその産業の労働需要を低
下させ，他の産業の労働需要を増加させるとともに，経済全体の総労働需要量を減少させることを示している。
つぎに第 4 章では，一方の産業部門の生産効率が変化したときの，各部門や経済全体の有効需要と雇用への影響を
調べている O 新古典派的完全雇用均衡においては，生産性上昇は経済全体の消費量に正の影響を及ぼすのに対して，
不況定常状態においては，価格調整速度の上昇の場合と同様の，有効需要引き下げ効果を誘発することが示される。
すなわち，生産性が増加した産業の有効需要は上昇と減少のいずれにもなる可能性がある一方で，他産業の有効需要
は必ず減少しそれが経済全体の総有需要をも引き下げてしまう。また，生産性の上昇した産業からその他の産業へ
の労働移動が生じ，総労働需要量は必ず減少する。
最後に第 5 章では，本論文で使った不況動学モデ、ルの動学的性質を検討している。
このように本論文は，従来の新古典派モデルでは取り扱われなかった，不況状態での価格調整速度や生産性の変化
による各部門や経済全体の有効需要への影響を分析し，改善した部門については一見よい影響を及ぼしているように
見えながら，経済全体の景気にはかえって悪い影響を及ぼすという，政策的にも大変興味深い結論を導き出しているO
したがって，本論分は博士(経済学)の学位を授与するのに十分な価値を有するものと判断する。
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